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照
同
市
の
商
店
街
在
傑
 
 

校
、
見
慣
れ
ぬ
「
人
影
」
が
 
 

す
り
抜
け
る
。
身
長
一
五
七
 
 

増
の
怖
が
歩
道
の
段
詔
首
題
 
 

見
道
路
在
渡
り
、
自
晦
相
違
 
 

よ
け
る
。
酔
客
が
鳴
り
向
い
 
 

て
斯
く
。
「
m
ポ
ッ
ト
じ
や
 
 

な
い
か
」
 
－
。
 
 
 

二
十
七
日
に
日
本
で
初
め
 
 

て
霞
讐
畠
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
 
 

る
「
夜
回
り
」
は
福
岡
県
内
 
 

で
し
か
見
ら
れ
な
い
。
法
律
 
 

で
は
ロ
ボ
ッ
ト
が
道
路
に
出
 
 

る
こ
と
壱
想
定
し
て
お
ら
 
 

ず
、
侍
医
の
闇
定
左
党
け
た
 
 

碍
岡
苗
な
ど
を
隙
け
ば
街
路
 
 

商
業
 
 

帯
丁
部
実
験
場
か
ら
の
出
発
 
 

日
本
経
師
新
聞
平
成
1
6
年
日
月
2
4
日
 
 

ト
な
ら
、
曽
通
に
道
路
を
歩
掛
け
る
新
会
社
ド
ミ
タ
ス
甚
 
 

甚
歩
け
な
い
か
ら
だ
。
 
 
 

商
店
街
で
ア
イ
ス
ク
リ
ー
 
 

ム
を
配
る
と
い
う
、
ご
く
当
 
 

た
り
時
の
作
猥
む
、
ロ
ボ
ッ
 
 

ト
が
主
役
だ
と
「
じ
ゃ
ま
に
 
 

在
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
の
 
 

理
由
で
哲
郎
に
串
憫
甚
聡
か
 
 

れ
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
壷
作
っ
た
 
 

テ
ム
ザ
ッ
ク
（
北
九
州
市
）
 
 

社
長
の
高
木
陽
一
（
4
8
）
は
、
 
 

苦
笑
い
し
な
が
ら
掘
り
返
 
 

る
。
 
 
 

「
自
脚
Ⅲ
の
よ
う
に
生
暗
 
 

に
役
立
つ
」
が
開
発
モ
ッ
ト
 
 

ー
。
巡
回
群
抑
用
の
ロ
ボ
ッ
 
 

ポ
ッ
ト
轟
か
す
た
め
の
ル
 
 

ー
 ル
作
り
に
も
役
立
て
る
。
 
 
 

「
す
っ
か
り
こ
っ
ち
が
茶
 
 

菓
に
な
り
ま
し
た
よ
」
。
横
 
 

浜
市
で
企
業
向
け
独
鼻
択
の
 
 

常
田
仲
介
在
宇
掛
け
て
い
た
 
 

下
山
佃
（
5
3
）
は
、
遊
休
出
 
 

地
盤
悶
屈
に
円
し
出
す
耶
欝
 
 

に
御
堂
蕗
し
だ
。
 
 
 

平
成
不
況
で
独
身
畢
ビ
ジ
 
 

ネ
ス
が
u
り
貿
に
な
り
、
四
 
 

年
前
に
貸
し
市
民
辟
囲
を
申
 
 

く
こ
と
で
機
能
の
碑
認
は
も
琴
」
し
た
。
市
民
農
闘
の
間
 
 

ち
ろ
ん
、
「
予
想
外
の
零
闇
問
は
自
治
体
か
m
協
に
限
ら
 
 

に
遭
遇
さ
せ
て
改
良
点
を
見
れ
る
た
め
、
農
奴
が
門
し
、
 
 

つ
け
る
」
。
敬
啓
在
和
み
悶
ド
ミ
タ
ス
が
門
別
す
る
と
い
 
 

ね
至
方
で
、
市
街
地
で
ロ
う
作
戦
だ
り
た
が
、
紆
耽
の
 
 

特
区
で
挑
戦
、
全
国
標
準
狙
う
 
 

内
な
ら
個
構
瞑
以
外
で
も
展
開
し
た
と
研
究
を
始
め
た
。
 
 

誓
‥
刊
 
 
 
推
胚
 
人
、
活
人
に
 
嘩
 
 

風
脚
は
「
タ
ロ
」
だ
っ
た
。
 
 
 

立
ち
は
だ
か
っ
た
壁
が
崩
 
 

れ
た
の
は
昨
年
。
横
柄
市
が
 
 

「
市
民
利
用
型
椙
園
促
進
特
 
 

区
」
の
認
定
左
党
け
、
特
区
 
 

研同県の侍医認定地域甚歩  
くテムサックのロボット  

運
営
す
る
。
■
ら
吐
き
出
さ
れ
る
パ
ル
プ
の
辺
住
民
へ
の
脱
朋
に
は
時
間
 
 

が
か
か
り
、
十
荊
茅
再
古
典
 
 

一
区
画
≡
白
さ
に
目
左
細
め
る
。
 
 

十
買
）
 
も
と
も
と
ほ
、
病
院
や
介
樽
も
な
い
。
 
 

ぁ
た
り
年
三
顧
碓
設
に
紙
お
む
つ
な
ど
甚
 
モ
こ
で
括
用
し
た
の
が
、
 
 

よ
る
市
民
農
 
 

園
の
開
設
が
 
 

可
能
に
な
っ
 
 

た
。
現
在
は
 
 

三
カ
所
、
百
 
 

十
八
区
画
の
 
 

特
区
Ⅲ
脚
左
 
 

い
」
 
 
 

廃
棄
物
が
良
閉
の
パ
ル
プ
 
 

に
早
撃
岩
T
」
ト
ー
タ
 
 

ル
ケ
ア
・
シ
ス
テ
ム
（
祇
岡
 
 

市
〕
社
長
の
品
武
志
〔
醐
〕
 
 

は
、
十
月
の
本
格
瞳
側
に
向
 
 

け
て
開
運
帖
中
の
紙
お
む
つ
 
 

の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
か
 
 
 

万
円
で
干
区
画
以
上
貸
せ
 
 

ば
、
事
業
は
異
字
化
す
る
と
 
 

い
う
。
「
遊
休
農
地
は
郡
市
 
 

近
郊
で
共
通
す
る
悩
み
。
規
 
 

制
紐
和
が
全
開
に
広
が
れ
ば
 
 
 

新
会
社
と
し
て
立
ち
上
げ
 
 

た
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
は
、
紙
お
 
 

む
つ
メ
ー
カ
ー
の
ユ
ニ
・
チ
 
 

ャ
ー
ム
や
利
用
額
の
医
甜
現
 
 

開
か
ら
出
田
在
受
け
、
技
術
 
 

的
な
メ
ド
も
つ
け
た
が
、
プ
 
 

ラ
ン
ト
建
設
地
の
取
得
で
暗
 
 

礁
に
乗
り
上
げ
か
け
た
。
周
 
 

眼
帯
す
る
余
祉
の
捉
営
朽
だ
 
 

が
、
市
郎
化
に
伴
っ
て
販
売
 
 

策
が
伸
び
、
モ
れ
に
比
例
し
 
 

て
甲
見
る
朋
律
物
に
視
軸
な
 
 

思
い
在
抱
い
て
い
た
。
一
日
 
 

の
回
収
用
が
六
㌦
に
達
す
る
 
 

紙
お
む
つ
か
ら
「
パ
ル
プ
養
 
 

分
耶
で
き
な
い
か
」
と
、
帯
 
 

同
大
学
の
抱
懐
頗
司
教
摺
ら
 
 

土
地
開
発
公
社
の
土
地
の
n
 
 

撰
。
本
来
は
分
捕
用
だ
が
、
 
 

相
同
脱
大
牟
田
市
な
ど
の
黒
 
 

埼
刑
置
新
産
業
特
区
で
は
円
 
 

貨
で
き
る
。
環
境
開
運
の
工
 
 

業
団
地
円
に
土
地
芭
確
保
し
 
 

て
初
期
詔
用
甚
抑
え
、
プ
ラ
 
 

ン
ト
埋
設
に
こ
ぎ
粁
け
た
。
 
 

全
国
に
同
種
の
プ
ラ
ン
ト
芭
 
 

隙
け
、
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
成
 
 

功
モ
デ
ル
に
し
た
い
」
と
、
 
 

長
は
力
甚
込
め
る
。
 
 

◇
 
 
 

前
例
の
な
い
新
事
業
は
し
 
 

ば
し
ば
法
律
な
ど
の
壁
に
突
 
 

き
当
た
る
。
特
定
地
域
の
規
 
 

制
在
招
和
し
地
域
桔
研
の
酒
 
 

性
化
在
促
甘
軸
医
は
、
押
糀
 
 

的
な
損
猥
の
野
甚
閂
て
る
可
 
 

離
恍
在
秘
抄
る
。
特
区
在
来
 
 

験
偶
に
飛
脚
の
道
甚
操
る
拭
 
 

み
を
追
っ
た
。
‖
曲
疎
帽
 
 
 


